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一
月
三
〇
日
、
大
阪
西
支
部
は
、

会
員
の
特
技
を
活
か
し
て
、
ミ
ニ
ミ

ニ
文
化
祭
を
、
府
連
文
化
教
室
三
部

屋
を
使
用
し
て
行
な
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
太
極
拳
の
過
去
、

現
在
、
未
来
と
称
し
て
、
市
村
さ
ん

と
恒
岡
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ

で
す
。
１
９
７
０
年
代
の
太
極
拳
ブ
ー

ム
に
の
り
、
日
中
友
好
協
会
の
文
化

活
動
と
し
て
、
全
国
に
さ
き
が
け
関

西
か
ら
太
極
拳
教
室
が
始
ま
り
ま
し

た
。
日
本
中
国
友
好
協
会
本
部
指
導

員N
o
3

とN
o
9

の
お
二
人
か
ら
、
草
創

期
の
太
極
拳
教
室
の
苦
労
話
や
テ
レ

ビ
出
演
の
話
、
日
本
で
唯
一
、
簡
化

二
四
式
太
極
拳
の
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳

を
し
て
、
今
で
も
活
用
し
て
い
る
の

は
こ
の
協
会
だ
け
で
あ
る
と
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
詩
吟
を
初
心
者
に
も
分
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
楽

器
と
Ｃ
Ｄ
演
奏
と
で
吟
じ

漢
詩
の
雰
囲
気
を
か
も
し

だ
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

や
は
り
十
段
と
い
う
熟
練

の
技
で
し
か
で
き
な
い
何

か
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ま

し
た
。

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ａ

Ｓ
Ｏ

Ｎ
Ｇ
で
は
若
さ
に
ま
か
せ
て
、
７
０

年
代
の
パ
ン
チ
の
あ
る
曲
と
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
二
曲
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
、
会
場
を
や
わ
ら
か
い
雰

囲
気
に
、
第
一
部
の
最
後
に
は
「
は

じ
め
て
の
中
国
語
」
で

す
。
簡
単
な
発
音
レ
ッ

ス
ン
と
太
極
拳
の
二
四

の
型
を
、
中
国
語
で
リ
ー

ダ
ー
に
合
わ
せ
て
発
音

練
習
を
し
ま
し
た
。

お
昼
は
太
極
拳
ま
つ

り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
な
が

ら
、
腕
に
よ
り
を
か
け

た
一
品
持
ち
よ
り
で
新
年
会
。
午
後

は
き
り
え
、
絵
画
、
書
道
、
中
国
茶
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
と
続
き
、
楽
し
い
新

春
の
つ
ど
い
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
二
一
名
で
し
た
。

西
支
部
が
新
春
ミ
ニ
文
化
祭
を
開
く

太
極
拳
の
歴
史
や
詩
吟
、
歌
、
絵
画
、

府連通信

日 時：２月２０日（日）午後１時～３時

会 場：中華料理・楓林閣（ふうりんかく）

（阿倍野アポロビル・９階）06-6649-1055

参加費 ：４０００円 （要予約）

福引もあります。誘い合ってご参加下さい

連絡先：大阪府連06-6372-8131

『日中春のつどい』ご案

中
国
電
影
世
界
・
鑑
賞
会

二
月
二
六
日(

土)

五
時
四
五
分
か
ら

｢

七
二
家
租
客｣

(

喜
劇)

大
阪
府
連
合
会
の
文
化
行
事
と
し

て
、
毎
月
中
国
映
画
を
鑑
賞
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

九
十
期
を
む
か
え
た
太
極
拳
な
ん

ば
教
室
は
、
指
導
員
含
め
二
十
数
名

で
入
門
二
四
式
や
二
四
式
、
四
八
式

の
三
班
に
分
か
れ
て
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
会
場
は
府
立
体
育
館
が
主
で
、

会
場
確
保
が
で
き
な
い
時
は
近
く
の

卓
球
場
で
す
。
「
生
徒
」
の
約
半
数

は
男
性
で
、
神
戸
や
奈
良
か
ら
来
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
講
習
の
楽
し
み
は
、
近

く
の
小
さ
な
中
華
料
理
店
で
の
交
流

と
飲
食
で
、
い
つ
も
十
人
前
後
が
参

加
し
て
い
す
。
す
で
に
十
年
以
上
の

利
用
で
マ
ス
タ
ー
も
心
得
て
お
り
、

安
く
て
お
い
し
い
お
ま
か
せ
料
理
が

出
て
き
ま
す
。
交
流
は
「
ゆ
る
み
」

な
が
ら
も
規
律
正
し
く
、
い
つ
も
九

時
四
五
分
に
は
散
会
で
す
。
こ
の
交

流
会
が
楽
し
み
で
、
教
室
に
長
く
通
っ

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
（
？
）

こ
の
交
流
会
と
は
別
に
、
年
一
～

二
回
神
戸
市
の
黄
さ
ん
宅
で
の
手
作

り
食
事
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ

も
昼
前
か
ら
夕
方
ま
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま

す
。
食
事
会

の
前
後
に
南

京
街
散
策
や

ル
ミ
ナ
リ
エ
、

北
野
異
人
街
、

鉄
人
二
八
号

見
物
な
ど
を

加
え
た
り
し

ま
す
。
今
年

は
五
月
ご
ろ
に
神
戸
元
町
の
相
楽
園

見
学
と
あ
わ
せ
て
、
食
事
会
を
や
ろ

う
と
話
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

（
な
ん
ば
教
室

徳
道

記
）

九
十
期
を
む
か
え
た
太
極
拳
な
ん
ば
教
室

交
流
会
も
規
律
正
し
く
楽
し
ん
で
い
ま
す

中国人との日常会話ができることをめざしています。

会員・学生割引あり、紹介キャンペーン図書券を贈呈

途中入学可（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・４８，０００円 入学金・１８，０００円

二科目受講は９６，０００円を７２，０００円に割引

＊プライベートレッスンも随時受付中です。

中国語講座４/４開講

「恋のバカンス」 と「ハナミズキ」

を歌っているのはＮさんです。
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中
国
人
に
と
っ
て
、
一
年
の
中

で
最
も
大
切
な
祝
日
は
春
節
（
旧

正
月
）
で
あ
る
。
今
年
は
二
月
三

日
が
陰
暦
の
一
月
一
日
に
あ
た
る
。

春
節
が
近
づ
く
と
人
々
は
、
正

月
用
品
と
正
月
に
着
る
新
し
い
服

を
買
い
、
大
掃
除
を
し
、
年
賀
状

を
出
し
、
故
郷
を
離
れ
て
暮
す
人
々

は
、
状
況
が
許
さ
れ
る
限
り
帰
郷

し
て
家
族
と
団
欒
す
る
。

春
節
の
祝
い
方
は
民
族
に
よ
っ

て
も
地
方
に
よ
っ
て
も
少
し
ず
つ

違
う
。
こ
こ
で
私
の
故
郷
福
建
省

霞
浦
県
の
祝
い
方
を
紹
介
し
よ
う
。

十
日
前
か
ら
ご
馳
走
を

一
杯
用
意
、
家
の
外
壁
ま

で
ピ
カ
ピ
カ
に
す
る

春
節
の
準
備
は
十
日
ぐ
ら
い
前

か
ら
ご
馳
走
を
一
杯
用
意
す
る
。

自
分
の
家
だ
け
で
な
く
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
へ
送
年
（
お
歳
暮
）

も
送
る
。

田
舎
の
習

慣
で
は
、

春
節
の
一

日
は
包
丁

を
使
っ
て

は
い
け
な

い
の
で
、

そ
の
日
に

食
べ
る
材

料
を
大
晦
日
ま
で
に
全
部

下
ご
し
ら
え
し
て
お
く
。

大
掃
除
は
日
本
と
違
っ

て
、
家
の
外
壁
か
ら
台
所

の
小
道
具
ま
で
ピ
カ
ピ
カ

に
す
る
。
昔
は
木
造
の
家

だ
っ
た
た
め
、
家
ご
と
ブ

ラ
シ
で
磨
い
た
も
の
だ
っ

た
。春

節
の
準
備
は
大
晦
日
の
昼
ま

で
に
済
ま
せ
、
昼
過
ぎ
か
ら
は
大

切
な
年
夜
飯
（
そ
の
年
最
後
の
食

事
）
の
準
備
に
取
り
か
か
る
。

北
方
と
違
っ
て
餃
子
は
な
く
、

魚
や
、
肉
料
理
に
焼
き
ビ
ー
フ
ン

や
お
餅
（
も
ち
米
の
粉
で
作
っ
た

皮
に
あ
ん
を
包
ん
だ
も
の
）
を
、

爆
竹
を
鳴
ら
し
て
か
ら
食
べ
始
め

る
。
早
い
家
は
午
後
四
時
前
か
ら
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
爆
竹
の
音
が
聞
こ

え
て
き
て
、
春
節
を
祝
う
気
分
も

高
ま
っ
て
く
る
。

春
節
に
は
湯
円
や
白
粿
を

た
べ
、
子
供
た
ち
は
圧
歳

銭
（
お
年
玉
）
が
楽
し
み

爆
竹
の
音
は
消
え
る
こ
と
な
く
、

新
年
（
旧
暦
）
の
日
付
が
変
わ
る

時
、
烟
火
（
花
火
）
と
鞭
炮
（
爆

竹
）
が
一
段
と
激
し
く
鳴
り
響
き
、

町
全
体
に
夜
空
が
真
っ
赤
に
染
ま

る
ほ
ど
明
る
く
な
る
。

正
月
初
一
（
元
旦
）
の
朝
に
は
、

湯
円
（
も
ち
米
の
粉
で
皮
を
つ
く

り
、
中
に
砂
糖
の
あ
ん
を
入
れ
、

円
型
に
包
ん
だ
も
の
）
や
白
粿

（
も
ち
米
ほ
ど
粘
着
性

の
な
い
米
で
作
っ
た
お

も
ち
）
を
食
べ
る
。

食
べ
終
わ
っ
た
ら
親
戚

や
友
人
宅
に
新
年
の
挨

拶
回
り
を
始
め
る
。
子

供
た
ち
は
わ
く
わ
く
し

な
が
ら
圧
歳
銭
（
お
年

玉
）
を
も
ら
う
。

私
は
春
節
よ
り
大
晦
日
ま
で
の

雰
囲
気
が
好
き
。
市
場
は
普
段
よ

り
何
倍
も
活
気
に
溢
れ
、
人
々
は

大
切
な
イ
ベ
ン
ト
直
前
の
緊
張
感
、

充
実
感
に
溢
れ
、
姪
や
甥
が
絶
え

ず
あ
と
何
日
だ
と
数
え
る
声
を
聞

く
と
、
こ
ち
ら
ま
で
ワ
ク
ワ
ク
し

て
く
る
。

大
晦
日
の
年
夜
飯
の
準
備
が
出

来
上
が
っ
て
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
て

ご
馳
走
が
一
杯
並
ぶ
テ
ー
ブ
ル
の

前
に
腰
を
下
ろ
し
た
と
た
ん
、
人
々

の
気
持
ち
は
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む

ほ
う
に
切
り
替
わ
る
。
そ
し
て
新

年
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま

る
時
の
花
火
と
爆
竹
の
音
を
聞
く

と
、
新
し
い
年
が
や
っ
て
く
る
実

感
が
湧
く
。
時
代
の
進
化
に
と
も

な
い
、
祝
い
方
も
少
し
ず
つ
変
っ

て
き
た
が
、
願
い
を
込
め
て
新
し

い
年
を
祝
う
気
持
ち
は
昔
と
変
ら

な
い
。
（
中
国
語
講
師
・
張

小
清
）

鳴
り
響
く
爆
竹
と
花
火
で
迎
え
る

私
の
故
郷
・
福
建
省
の
春
節

今
年
が
日
本
に
ス
キ
ー
技
術
が
伝

承
さ
れ
て
１
０
０
年
に
な
り
ま
す
。

ス
キ
ー
は
そ
れ
以
前
に
伝
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
操
作
で
ス
キ
ー

を
扱
う
の
か
が
分
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
人
レ
ル
ヒ
少

佐
が
陸
軍
の
要
請
で
、
１
９
１
１
年

（
明
治
４
４
年
）
に
新
潟
県
高
田

（
現
在
の
上
越
市
）
で
、
一
本
の
杖

で
見
事
に
滑
走
し
て
、
見
物
の
人
か

ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
と
い
う
事
で

す
。
当
時
の
フ
イ
ル
ム
に
も
日
本
髪

の
女
性
が
、
羽
織
袴
で
滑
っ
て
い
る

の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

徳
川
幕
府
に
よ
る
長

い
鎖
国
政
策
に
よ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に

し
た
蒸
気
機
関
車
を
始

と
し
た
、
便
利
で
す
ば

ら
し
い
文
化
か
ら
取
り

残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

理
解
で
き
ま
す
。

現
在
の
二
本
杖
の
技
術
は
「
ア
ー

ル
ベ
ル
ク
ス
キ
ー
術
」
と
し
て
ハ
ン

ネ
ス
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
伝
え
、
現

在
そ
の
名
は
長
野
県
の
野
沢
温
泉
ス

キ
ー
場
に
、
急
斜
面
で
コ
ブ
の
出
来

た
「
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
コ
ー
ス
」
と
し

て
、
残
っ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
技
術
は
、
太
極
拳
の
技
術

と
多
く
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。

二
本
脚
で
し
っ
か
り
と
地
面
（
雪
面
）

を
押
さ
え
る
こ
と
や
、
対
軸
（
体
幹
）

を
中
心
に
し
た
動
き
、
二
軸
に
よ
る

交
互
動
作
な
ど
、
太
極
拳
の
達
人
恒

岡
さ
ん
と
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
冬
は
大
寒
波
に
見
舞
わ
れ
積

雪
量
も
多
く
、
各
地
の
ス

キ
ー
場
は
最
高
の
雪
質
で
、

楽
し
く
ス
キ
ー
を
出
来
ま

す
。
大
自
然
の
白
銀
の
世

界
、
き
れ
い
な
樹
氷
の
ゲ

レ
ン
デ
で
、
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
松
岡
さ
ん
は
西
支
部
役
員
で
す
）

今
年
は
ス
キ
ー
発
祥
１
０
０
年

大
阪
府
勤
労
者
ス
キ
ー
協
議
会
会
長

松
岡

苟

オーストリアでスキーを楽しむ

日
中
友
好
協
会
主
催
の
全
国
き

り
え
コ
ン
ク
ー
ル
は
第
四
三
回
を

迎
え
ま
す
。
作
品
を
よ
り
一
層
深

め
る
た
め
、
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
皆
さ
ん
の
力
作
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
四
月
一
三
日
、

審
査
は
四
月
二
四
日
で
す
。

連
絡
先
は
大
阪
府
連0

6
-
6
3
7
2
-
8
1
3
1

全
国
き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集


